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特 集 東日本大震災後におけるビル経営の課題
ビルメンテナンス業界2013年の展望とサバイバJレ戦略
社員のモチベーションアップのためにできること

還暦を迎えた清掃業の5つの課題
警備業の歴史的変遷と今後の展望

トビックス 第19回世界ビルメンテナンス大会
■OBM委員会 0部会活動報告 ■オービツト活用のすすめ ■KKC通信

一般社団法人 大阪ビルメンテナンス協会/会 報
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ビルメンテナンス業界2013年の

展望とサバイバル戦略 経営支援アドバイザー
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新規契約開拓には、今まで以上に必要とな
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図にある、フアシリテイマネジメント (FM)手法導入や、

ァゥトソーシングメニューの拡大化が、解決
のカギとなるで
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PFI、 指定管理者制度、市場化テス ト)への営業転換と積極

的集中が、本年の営業拡大策として重要になっ
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契約が拡大しているのが実情であります。

松本 卓三
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グリーンピル資機材研究

環境に優しい資機材使用

BMができる省エネ対応 (ハー ド「LED、 太
陽電池」よリソフト「運転面の工夫 矢日恵出し、

優れた提案」)

レ

省エネ・節電対応
C02削減化
グリーンビル対応
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BM業界
2013年 の
展望と

サバイバル戦略

l

世 界 的 不 況       
朝 模 BMの勿

篤羮義 による生き残り
↓               (地 域別、得意分野別連携での相乗効果)

不動産業界激動化へ対応

(PREM CREM対 応)                   |
上ユ崖しい環境への対応              .|

総合管理サービス
・専門技術特化サービス

1纂塩 渕 、
~|ヴ
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サービス生産性向上手法導入

(本社事務作業 現場作業)
作業標準化 (誰でも、何処でも)
双方向評価 〈お客様も現場も)

CS//ES戦略
品質評価システム化

生産性向上手法

人材研修教育強化
↓

毎年同じことを提言するが進まない、

出来てない

差別化商品
FM的手法導入 新規ビジネスモデル
開発の人材の採用と育成

⇒

/ ＼

少子高齢化・定年延長

労働人口減

(最低賃金上昇の進行 障害者雇用率アッ
プ 義務化 パー トの社会保険適用制度
変更・4時間パート雇用は)
⇒賃金と生産性向上のバランス

二極化格差

大手 BMと小規模 BMの

プロフィール

松本卓三

1944年 4月 生れ
大阪府

大阪大学外国語学部フランス語学科卒業

1967年伊藤忠商事入社。海外向け繊維機械・繊維プラント販売や総合商社のニュービジネス開発を担当
する部門などに従事。

1990年合弁会社ファシリティマネジメントジャバンを設立。
1999年東京美装興業lalに入社。IFM営業部長としてファシリティーマネジメントによるアウトソーシン
グビジネスをゼロからスタート。その後、「企業再生支援ビジネス」や「企業経営強化支援ビジネス」を推進。

現在、中小企業基盤整備機構の経営支援アドバイザー、新連携支援アドバイザーとして多業種の中小企業

経営コンサルティングを展開している。
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